
令和8年度 生涯研修コース
日本大学松戸歯学部・松戸歯学部同窓会 共催

■講師： 日本大学松戸歯学部臨床教授 田中 譲治
 日本大学松戸歯学部 准教授 北川 剛至
■日時： 令和8年11月8日（日）9：30～17：00
■開催方法： 日本大学松戸歯学部【対面】
■定員： 15名（最少催行人数5名）
■受講料： 会員50,000円／非会員70,000円
■申込締切日： 令和8年10月15日（木）

超高齢社会を迎え習得すべき
インプラントオーバーデンチャー
～アタッチメント取付およびインプラント植立実習付き～

（初心者も歓迎、口腔内スキャナーの活用、3Dプリンター義歯も含む）

長寿社会を迎えて、欠損のある方にとってインプラント治療は咀嚼改善さらには健康長寿につながる福
音の治療といえるでしょう。このような中、無歯顎・多数歯欠損に対して外科的侵襲、経済面、技術面で有利
で少数のインプラントで高い効果の得られるインプラントオーバーデンチャー（以下IOD）が注目されていま
す。そこで、顎堤の保全や咬合支持の改善、審美回復（クラスプを無くすことができる）に有用で、インプラ
ントの適応症を大幅に拡大できるIODの基本と臨床を実習もまじえて解説します。
また、フェイススキャンや3Dプリンター義歯を含む口腔内スキャナーの臨床活用法（IOSデンチャーコピー

法）や要介護を見据えたインプラント治療の考え方についても述べたく思います。長寿社会に向けてた補
綴設計の選択肢として不可欠な治療法となりつつあるIODを、是非この機会に習得してください。

インプラントオーバーデンチャーの利用により、クラスプを無くし鉤歯の保全・審美性の向上が得られます

【申込方法】
日本大学松戸歯学部同窓会ホームページからお申込みください。
なお、締切日を過ぎても受講可能な場合がありますので庶務課までお問合せください。
【問合せ先】日本大学松戸歯学部庶務課 TEL：047-360-9201
 E-mail：mas.shomu01@nihon-u.ac.jp http://143.125.233.61/?page_id=33

【講師】
田中 譲治 日本大学松戸歯学部臨床教授
＜所属学会＞日本口腔インプラント学会 理事 日本磁気歯科学会 理事 日本歯科審美学会 理事
日本アンチエイジング歯科学会 理事 日本インプラント臨床研究会 名誉会長 MACS研究会 主宰

北川 剛至 日本大学松戸歯学部 准教授
＜所属学会＞日本口腔インプラント学会

【講義】
１．インプラント適応症拡大および患者へのモチベーションアップ
２．インプラントの植立部位および本数の原則（リジットIOD、フレキシブルIOD）
３．免荷期間中および、手術後抜糸までの重要ポイント（ガーゼ法）
４．アタッチメント取り付けの勘所（マグネットを中心とした弾性材料の使用法）
５．無口蓋義歯の製作ポイント
６．ユニバーサルサポートへの配慮（固定性からIODへの設計変更必要度レベル）
７．デジタルデンティストリーの利用

【実習】
1. 無歯顎へのインプラント植立実習（初心者にも丁寧に指導します）
2．アタッチメントの取り付けデモと実習
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